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第２章 産業廃棄物の排出及び処理状況の推計結果 

 

第１節 結果の概要 

平成 22 年度の１年間に県内で発生した産業廃棄物の発生量は 10,814 千トンで、有償物量は

153 千トン（発生量の 1.4％）、排出量は 10,661 千トン（同 98.6％）となっている。 

排出量 10,661 千トンのうち、排出事業者自らの中間処理による減量化量（7,073 千トン）及び

再生利用量（1,478 千トン）を除いた搬出量は 2,110 千トン（排出量の 19.8％）となっている。

搬出量 2,110 千トンは、自己最終処分量（7 千トン）及び委託処理量（2,101 千トン）に区分さ

れる。委託処理量 2,101 千トンのうち、委託中間処理による減量化量が 180 千トン、再生利用量

が 1,815 千トン、最終処分量が 106 千トンとなっている。 

県内で発生した産業廃棄物の流れをまとめると、再生利用量が 3,294 千トン（排出量の 30.9%）、

減量化量が 7,252 千トン（同 68.0%）、最終処分量が 114 千トン（同 1.1%）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-1-1 排出及び処理状況の概要 

発　生　量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

10,814 153 3,446
[100.0%] [1.4%] [31.9%]

排　出　量

10,661

[98.6%] 自己減量化量 減量化量

 (100.0%) 7,073 7,252
[65.4%] [67.1%]

(66.3%) (68.0%)

自己再生利用量 再生利用量

1,478 委託処理量 180 3,294
[13.7%] 2,101 1,815 [30.5%]

(13.9%) [19.4%] (30.9%)

(19.7%) 106
搬　出　量

2,110 その他量

[19.5%] 2
(19.8%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

7
[0.1%] 最終処分量

(0.1%) 114
[1.1%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (1.1%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。
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第２節 廃棄物の排出・処理状況 

１．排出から処理・処分までの流れ 

（１）発生量及び排出量 

平成 22 年度の１年間に県内で発生した産業廃棄物の発生量は 10,814 千トンであり、有償

物量は 153 千トン、排出量は 10,661 千トンとなっている。排出量を種類別にみると、汚泥

が 6,638 千トンと最も多く、次いで、家畜ふん尿が 1,926 千トン、がれき類が 1,236 千トン、

木くずが 210 千トン等となっている。 

（２）再生利用量 

再生利用量は、3,294 千トンとなっており、再生利用率（排出量に対する割合）は 30.9％

である。種類別にみると、がれき類が 1,224 千トンで最も多く、次いで、家畜ふん尿が 1,034

千トン、汚泥が 273 千トン等となっている。 

（３）最終処分量 

最終処分量は、114 千トンとなっており、最終処分率（排出量に対する割合）は 1.1％であ

る。種類別にみると、ガラス陶磁器くずが 39 千トンで最も多く、次いで、汚泥が 18 千トン、

廃プラスチック類が 12 千トン、燃え殻が 12 千トン等となっている。 

なお、汚泥は排出事業者が脱水や乾燥等の中間処理を行って大幅に減量化している。また、

がれき類は路盤材等に資源化が図られているが、排出量自体が多量なため最終処分量の多い

廃棄物となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-2-1 産業廃棄物の種類別の排出量、再生利用量、最終処分量 
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(千t/年) 排出量 再生利用量 最終処分量

種類：変換
(千t/年) 合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸

廃アル
カリ

廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
くず

動植物
性残さ

ゴム
くず

金属くず
ｶﾞﾗｽ陶
磁器くず 鉱さい

がれき
類

ばいじん
家畜

ふん尿
その他産
業廃棄物

排 出 量 10,661 16 6,638 32 6 7 100 20 210 3 84 1 66 97 41 1,236 102 1,926 78

再生利用量 3,294 55 273 18 1 0 53 16 186 1 54 0 62 59 40 1,224 191 1,034 24

最終処分量 114 12 18 12 1 1 1 0 0 4 39 0 11 2 12
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産業廃棄物の発生から処理・処分の流れをまとめると、図 2-2-2 のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-2-2 発生から処理・処分までの流れ 

 

(単位：千ｔ/年)
(A) (B) (S)

10,814 153 3,446

〈 100.0% 〉 〈 1.4% 〉 (E1) (R) 〈 31.9% 〉

自己中間処理

後再生利用量

1,294 3,294

《 12.1% 》 《 30.9% 》

(C) (D) (E) G1:184 (I)

自 己 自 己 中 間 自 己

中 間処 理量 処 理 後 量 最 終処 分量

10,661 8,543 1,471 7

〈 98.6% 〉 《 80.1% 》 《 13.8% 》 《 0.1% 》

《 100.0% 》

(F) (H)

自 己

減 量 化 量

7,073 2,110 (J)

《 66.3% 》 〈 19.5% 〉

(G) 《 19.8% 》

自 己 2

未 処 理 量 《 0.0% 》

2,118

《 19.9% 》
(G1)自己未処理再生利用量 184 (K)
(G2)自己未処理自己最終処分量 7 委 託
(G3)自己未処理委託中間処理量 1,892 処 理 量
(G4)自己未処理委託直接最終処分量 33 2,101
(G5)自己未処理その他量 2 《 19.7% 》

(L) (M) (M1)

委 託 委 託 中 間 委託中間処理

中 間処 理量 処 理 後 量 後再生利用量

2,066 1,886 1,815

《 19.4% 》 《 17.7% 》 《 17.0% 》

(N) (M2)

委 託 委託中間処理

減 量 化 量 後最終処分量

180 71

《 1.7% 》 《 0.7% 》

(T) (O) (P) (Q)

委 託 直 接 委 託

最 終処 分量 最 終処 分量

7,252 35 106 114

〈 67.1% 〉 《 0.3% 》 《 1.0% 》 〈 1.1% 〉

《 68.0% 》 《 1.1% 》

注 1) 発生量等の数値は、t／年でとらえたデータを四捨五入し、千t／年で示した。
2) 〈　〉：発生量に対する割合
3) 《　》：排出量に対する割合

排 出 量

資 源 化 量

再生利用量

発 生 量 有 償 物 量

最終処分量

そ の 他

減 量 化 量

搬 出 量

注）上記の数値は、流れ図の各処理項目のうち、
　自己未処理量(Ｇ)を経由した内訳を表している。
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排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比を業種別、種類別にみると、図 2-2-3

及び図 2-2-4 のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-2-3 業種別の排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比 
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電気・水道

業
情報通信

業
運輸業

卸・小売
業

宿泊業・
飲食業

医療・福
祉

サービス
業

その他の
業種

10,661 1,928 433 1,529 5,164 1,463 6 10 63 12 22 24 7

3,294 1,035 158 1,413 563 51 6 6 36 6 2 12 5

7,252 892 274 61 4,567 1,412 0 2 15 5 16 8 1

114 0 0 55 34 1 0 2 11 2 4 4 1

2 2 0 0 0 0 0 0 0そ の 他 量

業　種
(千t/年)

排 出 量

再 生 利 用 量

減 量 化 量

最 終 処 分 量
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▲図 2-2-4 種類別の排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比 
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種類：無変換
(千t/年) 合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸

廃アル
カリ

廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類 紙くず 木くず
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くず

動植物
性残さ

ゴム
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ふん尿

その他産業

廃棄物

排 出 量 10,661 16 6,638 32 6 7 100 20 210 3 84 1 66 97 41 1,236 102 1,926 78

再 生 利 用 量 3,294 14 395 19 3 1 54 16 192 1 55 0 62 59 40 1,224 100 1,034 24

減 量 化 量 7,252 6,223 12 3 5 30 4 15 1 29 0 892 38

最 終 処 分 量 114 2 20 0 0 0 14 1 2 1 0 0 4 39 0 11 2 16

そ の 他 量 2 0 0 2 0 0 0 0
注１）例えば、廃酸、廃アルカリ、廃油等に最終処分量が表示されているが、実際には、焼却等により燃え殻となったものが最終処分されている。
　　　しかし、この表における資源化量、最終処分量はこのような中間処理等による廃棄物の種類の変化を考慮していない。
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製造業

5,164
48.4%

農業・林業

1,928
18.1%

建設業

1,529
14.3%

1,463
13.7%

鉱業

433  4.1%

その他

144  1.4%

排出量

10,661

（千ｔ/年）

電気・水道業

図2-2-5 業種別の排出量

２．排出の状況 

（１）業種別の排出状況 

排出量を業種別にみると、製造業が 5,164 千

トン（48.4%）で最も多く、次いで、農業・林

業が 1,928 千トン（18.1%）、建設業が 1,529 千

トン（14.3%）、電気・水道業が 1,463 千トン

（13.7%）となっており、この 4 業種で全体の

94.5%を占めている。（図 2-2-5） 

製造業は排出量の大部分を製紙工場から排出

される汚泥が占めており、自己中間処理（脱水、

焼却等）により大幅に減量されるため、搬出量

では全体の 21.5％となっている。 

農業は排出量の大部分を畜産農業から排出さ

れる家畜ふん尿が占めており、自己で堆肥化等の再生利用がされているため、搬出量は少な

くなっている。 

建設業は、排出量の大部分をがれき類が占めている。がれき類は基本的に中間処理による

減量はしないため、搬出量でみると、最も多い業種となっている。（図 2-2-6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-2-6 業種別の発生量、排出量、搬出量 

業　種
(千t/年) 合計 農業・林業 鉱業 建設業 製造業

電気・水道
業

情報通信業 運輸業 卸・小売業
宿泊業・
飲食業

医療・福祉 サービス業
その他の業

種

10,814 1,928 433 1,537 5,299 1,463 6 12 67 12 22 28 7
(100%)  (17.8%)  (4.0%)  (14.2%)  (49.0%)  (13.5%)  (0.1%)  (0.1%)  (0.6%)  (0.1%)  (0.2%)  (0.3%)  (0.1%)

10,661 1,928 433 1,529 5,164 1,463 6 10 63 12 22 24 7
(100%)  (18.1%)  (4.1%)  (14.3%)  (48.4%)  (13.7%)  (0.1%)  (0.1%)  (0.6%)  (0.1%)  (0.2%)  (0.2%)  (0.1%)

2,110 58 2 1,405 453 50 6 10 62 12 22 23 7

(100%)  (2.7%)  (0.1%)  (66.6%)  (21.5%)  (2.4%)  (0.3%)  (0.5%)  (3.0%)  (0.6%)  (1.0%)  (1.1%)  (0.3%)
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汚泥

6,638
62.3%

1,926
18.1%

1,236
11.6%

木くず

210  2.0%
652
6.1%

排出量

10,661

（千ｔ/年）
家畜のふん尿

がれき類

その他

図2-2-7 種類別の排出量

（２）種類別の排出状況 

排出量を種類別にみると、汚泥が 6,638 千

トン（62.3%）で最も多く、次いで、家畜ふ

ん尿が 1,926 千トン（18.1%）、がれき類が

1,236 千トン（11.6%）となっており、この 3

種類で全体の 92.0%を占めている。（図 2-2-7） 

汚泥は排出量に占める割合は 62.3%と高い

が、排出事業者自らによる脱水、焼却等の処

理により、大幅に減量されて事業所外に搬出

される。このため、搬出量全体の割合でみる

と 8.6%となっている。（図 2-2-8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

▲図 2-2-8 種類別の発生量、排出量、搬出量 

種類：変換
(千t/年)

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃アル

カリ
廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
くず

動植物性
残さ

動物系固
形不要物

ゴム
くず

金属くず
ｶﾞﾗｽ陶
磁器くず

鉱さい がれき類
ばい
じん

家畜
ふん尿

その他産
業廃棄物

10,814 16 6,640 34 17 7 110 37 216 3 107 0 1 124 102 41 1,241 111 1,926 81
(100%)  (0.1%)  (61.4%)  (0.3%)  (0.2%)  (0.1%)  (1.0%)  (0.3%)  (2.0%)  (0.0%)  (1.0%)  (0.0%)  (0.0%)  (1.1%)  (0.9%)  (0.4%)  (11.5%)  (1.0%)  (17.8%)  (0.8%)

10,661 16 6,638 32 6 7 100 20 210 3 84 1 66 97 41 1,236 102 1,926 78
(100%)  (0.2%)  (62.3%)  (0.3%)  (0.1%)  (0.1%)  (0.9%)  (0.2%)  (2.0%)  (0.0%)  (0.8%)  (0.0%)  (0.6%)  (0.9%)  (0.4%)  (11.6%)  (1.0%)  (18.1%)  (0.7%)

2,110 22 181 31 6 7 94 17 133 3 45 1 59 97 1 1,116 166 55 78
(100%)  (1.1%)  (8.6%)  (1.5%)  (0.3%)  (0.3%)  (4.5%)  (0.8%)  (6.3%)  (0.1%)  (2.1%)  (0.0%)  (2.8%)  (4.6%)  (0.1%)  (52.9%)  (7.9%)  (2.6%)  (3.7%)
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がれき類

1,224 
37.2%

1,034 
31.4%

273 
8.3%

191 
5.8%

186 
5.7%

その他

384 
11.7%

再生利用量

3,294

（千ｔ/年）

家畜のふん尿

図2-2-9 種類別の再生利用量

汚泥

ばいじん

木くず

３．再生利用の状況 

再生利用量は 3,294 千トンであり、排出量に対

する割合は 30.9％である。 

種類別にみると、がれき類が 1,224 千トン

（37.2％）で最も多く、次いで、家畜ふん尿が

1,034 千トン（31.4％）、汚泥が 273 千トン（8.3％）

となっており、この 3 種類で全体の 76.9%を占め

ている。 

有償物量は 153 千トンであり、金属くずと動植

物性残さの量が多くなっている。（図 2-2-9、図

2-2-10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-2-10 再生利用の状況 
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3,446 55 274 21 13 0 63 32 193 1 77 0 0 120 63 41 1,230 201 1,034 28
(100%) (1.6%) (8.0%) (0.6%) (0.4%) (0.0%) (1.8%) (0.9%) (5.6%) (0.0%) (2.2%) (0.0%) (0.0%) (3.5%) (1.8%) (1.2%) (35.7%) (5.8%) (30.0%) (0.8%)

153 0 1 3 12 10 16 6 0 23 0 58 4 1 5 10 3
(100%)  (0.1%)  (0.9%)  (1.6%)  (7.5%)  (6.5%)  (10.7%)  (4.2%)  (0.0%)  (15.0%)  (0.3%)  (38.1%)  (2.7%)  (0.4%)  (3.5%)  (6.3%)  (2.1%)

3,294 55 273 18 1 0 53 16 186 1 54 0 62 59 40 1,224 191 1,034 24
(100%)  (1.7%)  (8.3%)  (0.6%)  (0.0%)  (0.0%)  (1.6%)  (0.5%)  (5.7%)  (0.0%)  (1.6%)  (0.0%)  (1.9%)  (1.8%)  (1.2%)  (37.2%)  (5.8%)  (31.4%)  (0.7%)

資 源 化 量

有 償 物 量

再生利用量
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33 
28.7%

最終処分量

114

（千ｔ/年）

廃プラスチック類

図2-2-11 種類別の最終処分量

ガラス陶磁器くず

燃え殻

４．最終処分の状況 

最終処分量は 114 千トンとなっており、排出

量に対する割合は 1.1％である。 

種類別にみると、ガラス陶磁器くずが 39 千

トン（33.9％）で最も多く、次いで、汚泥が 18

千トン（16.2％）、廃プラスチック類が 12 千ト

ン(10.9%)、燃え殻が 12 千トン（10.4％）とな

っており、この 4 種類で全体の 71.4%となって

いる。 

最終処分先を主体別にみると、処理業者によ

る最終処分が104千トン（最終処分量の91.2％）

で最も多く、排出事業者自らの自己最終処分が

7 千トン（同 6.1％）等となっている。（図 2-2-11、

図 2-2-12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-2-12 最終処分の状況 

0

10

20

30

40

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
さ

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
陶
磁
器
く
ず
　

鉱
さ
い

が
れ
き
類

ば
い
じ
ん

動
物
の
ふ
ん
尿

そ
の
他
産
業
廃
棄
物

(千t/年) 自己最終処分量 業者最終処分量 自治体最終処分量

種類：変換
(千t/年) 合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸

廃アル
カリ

廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類 紙くず 木くず

繊維
くず

動植物
性残さ

ゴム
くず 金属くず
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114 12 18 12 1 1 1 0 0 4 39 0 11 2 12
(100%)  (10.4%)  (16.2%)  (10.9%)  (0.7%)  (1.2%)  (0.5%)  (0.2%)  (0.3%)  (3.4%)  (33.9%)  (0.4%)  (9.9%)  (1.4%)  (10.7%)

7 0 7 0
(100%)  (2.4%)  (96.5%)  (1.1%)

104 10 18 12 1 1 1 0 0 4 31 0 11 2 12
(100%)  (9.3%)  (17.6%)  (11.9%)  (0.7%)  (1.3%)  (0.6%)  (0.2%)  (0.3%)  (3.7%)  (29.9%)  (0.4%)  (10.8%)  (1.5%)  (11.7%)

3 2 0 0 0 0 0
(100%)  (79.5%)  (0.1%)  (3.2%)  (0.8%)  (14.2%)  (2.2%)

最終処分量計

自己最終処分量

業者最終処分量
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930
8.7%

642
6.0%

その他

1,036
9.7%

排出量

10,661

（千ｔ/年）

仙南地域

図2-2-13 地域別の排出量

大崎地域
仙台周辺地域

５．地域別の状況 

排出量を地域別にみると、仙台周辺地域が

3,949 千トン（37.0%）で最も多く、石巻地域

が 2,373 千トン（22.3%）、仙台市域が 1,731

千トン（16.2%）、大崎地域が 930 千トン（8.7%）、

仙南地域が 642 千トン（6.0%）等となってい

る。（図 2-2-13） 

搬出量を地域別にみると、仙台市域が仙台周

辺地域や石巻地域より多くなっている。これは、

仙台周辺地域や石巻地域は汚泥の量が多く、排

出事業者自らによる脱水、焼却等の処理により、

大幅に減量されて事業所外に搬出されること

が影響している。（図 2-2-14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-2-14 地域別の発生量、排出量、搬出量 

 

なお、各地域における産業廃棄物の処理の流れは、図 2-2-15～図 2-2-22 のとおりである。

地　区
(千t/年)

合計 仙南地域 仙台周辺地域 大崎地域 栗原地域 登米地域 石巻地域
気仙沼・本吉

地域
仙台市域

10,814 672 4,002 952 360 488 2,380 205 1,755

(100%) (6.2%) (37.0%) (8.8%) (3.3%) (4.5%) (22.0%) (1.9%) (16.2%)

10,661 642 3,949 930 353 481 2,373 202 1,731

(100%) (6.0%) (37.0%) (8.7%) (3.3%) (4.5%) (22.3%) (1.9%) (16.2%)

2,110 172 405 196 73 74 305 79 807

(100%) (8.2%) (19.2%) (9.3%) (3.4%) (3.5%) (14.5%) (3.8%) (38.2%)
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▲図 2-2-15 仙南地域における発生及び処理状況の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-2-16 仙台周辺地域における発生及び処理状況の概要 

発　生　量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

672 30 408
[100.0%] [4.5%] [60.7%]

排　出　量

642

[95.5%] 自己減量化量 減量化量

 (100.0%) 236 255
[35.1%] [38.0%]

(36.7%) (39.8%)

自己再生利用量 再生利用量

234 委託処理量 19 378
[34.8%] 172 144 [56.2%]

(36.5%) [25.5%] (58.9%)

(26.7%) 8
搬　出　量

172 その他量

[25.6%] 0
(26.8%) [0.1%]

自己最終処分量 (0.1%)

0
[0.0%] 最終処分量

(0.0%) 8
[1.2%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (1.3%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。

発　生　量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

4,002 53 631
[100.0%] [1.3%] [15.8%]

排　出　量

3,949

[98.7%] 自己減量化量 減量化量

 (100.0%) 3,324 3,352
[83.1%] [83.8%]

(84.2%) (84.9%)

自己再生利用量 再生利用量

220 委託処理量 28 578
[5.5%] 404 357 [14.4%]

(5.6%) [10.1%] (14.6%)

(10.2%) 19
搬　出　量

405 その他量

[10.1%] 0
(10.2%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

0
[0.0%] 最終処分量

(0.0%) 19
[0.5%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (0.5%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。
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▲図 2-2-17 大崎地域における発生及び処理状況の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-2-18 栗原地域における発生及び処理状況の概要 

発　生　量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

952 22 500
[100.0%] [2.3%] [52.5%]

排　出　量

930

[97.7%] 自己減量化量 減量化量

 (100.0%) 416 440
[43.8%] [46.2%]

(44.8%) (47.3%)

自己再生利用量 再生利用量

318 委託処理量 23 478
[33.4%] 195 161 [50.2%]

(34.2%) [20.5%] (51.4%)

(21.0%) 12
搬　出　量

196 その他量

[20.6%] 0
(21.1%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

0
[0.0%] 最終処分量

(0.0%) 12
[1.2%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (1.3%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。

発　生　量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

360 7 203
[100.0%] [2.0%] [56.3%]

排　出　量

353

[98.0%] 自己減量化量 減量化量

 (100.0%) 146 154
[40.5%] [42.6%]

(41.3%) (43.5%)

自己再生利用量 再生利用量

135 委託処理量 8 196
[37.4%] 72 61 [54.3%]

(38.2%) [20.1%] (55.4%)

(20.5%) 4
搬　出　量

73 その他量

[20.1%] 0
(20.5%) [0.1%]

自己最終処分量 (0.1%)

0
[0.0%] 最終処分量

(0.0%) 4
[1.0%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (1.1%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。
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▲図 2-2-19 登米地域における発生及び処理状況の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-2-20 石巻地域における発生及び処理状況の概要 

発　生　量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

488 7 273
[100.0%] [1.4%] [56.1%]

排　出　量

481

[98.6%] 自己減量化量 減量化量

 (100.0%) 201 211
[41.3%] [43.2%]

(41.9%) (43.8%)

自己再生利用量 再生利用量

205 委託処理量 9 266
[42.1%] 73 61 [54.6%]

(42.8%) [15.0%] (55.4%)

(15.2%) 3
搬　出　量

74 その他量

[15.1%] 0
(15.3%) [0.1%]

自己最終処分量 (0.1%)

最終処分量

3
[0.7%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (0.7%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。

発　生　量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

2,380 7 482
[100.0%] [0.3%] [20.2%]

排　出　量

2,373

[99.7%] 自己減量化量 減量化量

 (100.0%) 1,862 1,882
[78.2%] [79.1%]

(78.4%) (79.3%)

自己再生利用量 再生利用量

206 委託処理量 21 474
[8.7%] 305 268 [19.9%]

(8.7%) [12.8%] (20.0%)

(12.9%) 16
搬　出　量

305 その他量

[12.8%] 0
(12.9%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

0
[0.0%] 最終処分量

(0.0%) 16
[0.7%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (0.7%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。
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▲図 2-2-21 気仙沼・本吉地域における発生及び処理状況の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-2-22 仙台市域における発生及び処理状況の概要 

発　生　量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

205 3 107
[100.0%] [1.4%] [52.2%]

排　出　量

202

[98.6%] 自己減量化量 減量化量

 (100.0%) 82 94
[40.2%] [46.1%]

(40.7%) (46.7%)

自己再生利用量 再生利用量

41 委託処理量 12 104
[19.8%] 79 64 [50.9%]

(20.1%) [38.6%] (51.6%)

(39.2%) 3
搬　出　量

79 その他量

[38.7%] 0
(39.2%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

0
[0.0%] 最終処分量

(0.0%) 3
[1.7%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (1.7%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。

発　生　量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

1,755 24 842
[100.0%] [1.3%] [48.0%]

排　出　量

1,731

[98.7%] 自己減量化量 減量化量

 (100.0%) 805 865
[45.9%] [49.3%]

(46.5%) (49.9%)

自己再生利用量 再生利用量

119 委託処理量 60 819
[6.8%] 800 699 [46.7%]

(6.9%) [45.6%] (47.3%)

(46.2%) 40
搬　出　量

807 その他量

[46.0%] 0
(46.6%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

7
[0.4%] 最終処分量

(0.4%) 48
[2.7%]

[  ]内の数値は、発生量に対する割合。  (2.8%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。



 

- 25 - 

第３節 産業廃棄物の推移と宮城県循環型社会形成推進計画の進捗状況 

１．産業廃棄物の推移 

（１）排出量 

排出量の過去からの推移は、図 2-3-1、図 2-3-2 のとおりである。 

平成 22 年度と平成 21 年度を比較すると、業種では製造業と農業・林業、電気・水道業が

減少し、種類では汚泥と家畜ふん尿が減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-3-1 排出量の推移（業種別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-3-2 排出量の推移（種類別） 

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

合計 11,585 10,918 12,013 12,114 11,180 11,192 11,172 11,260 10,851 10,661

農業・林業 2,156 2,111 2,099 2,236 2,066 2,059 2,001 2,054 2,032 1,928

建設業 1,641 1,535 1,753 1,619 1,577 1,655 1,492 1,465 1,466 1,529

製造業 5,807 5,346 5,749 6,030 5,307 5,305 5,539 5,638 5,246 5,164

電気・水道業 1,638 1,631 1,632 1,518 1,520 1,535 1,475 1,457 1,478 1,463

その他 343 295 780 711 710 638 665 646 629 577

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

合計 11,585 10,918 12,013 12,114 11,180 11,192 11,172 11,260 10,851 10,661

汚泥 7,115 6,747 7,459 7,553 6,922 6,799 7,030 7,189 6,868 6,638

家畜ふん尿 2,153 2,107 2,097 2,234 2,063 2,058 1,998 2,052 2,029 1,926

がれき類 1,462 1,347 1,460 1,350 1,315 1,405 1,260 1,171 1,162 1,236

その他 855 717 997 977 880 930 884 848 792 861
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（２）再生利用量 

再生利用量の過去からの推移は、図 2-3-3、図 2-3-4 のとおりである。 

平成 22 年度と平成 21 年度を比較すると、業種では建設業と製造業が増加し、種類ではが

れき類が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-3-3 再生利用量の推移（業種別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-3-4 再生利用量の推移（種類別） 
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（３）最終処分量 

最終処分量の過去からの推移は、図 2-3-5、図 2-3-6 のとおりである。 

平成 22 年度と平成 21 年度を比較すると、業種では建設業が減少し、種類ではガラス陶磁

器くず及びがれき類、燃え殻が減少している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-3-5 最終処分量の推移（業種別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

▲図 2-3-6 最終処分量の推移（種類別） 

 

※建設混合廃棄物は、従来は「がれき類」に含めて集計していたが、今年度調査より「その他の産業

廃棄物（混合物等）」に含めて集計した。そのため、がれき類の最終処分量が大きく減少している。 

144 164
123 111 107 107 98 89 74 55

164 115

59
57 57 72

67
40

32
34

140

85

98
104

53 12
18

2
1

1

18

17

26 22

23
24 28

25
23

24

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

（千ﾄﾝ）

製造業

建設業

電気・
水道業

その他

466

381

306
294

240
215 211

156
130

114

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

合計 466 381 306 294 240 215 211 156 130 114

建設業 144 164 123 111 107 107 98 89 74 55

製造業 164 115 59 57 57 72 67 40 32 34

電気水道業 140 85 98 104 53 12 18 2 1 1

その他 18 17 26 22 23 24 28 25 23 24

60 48 51 46 46 38 47 47 44 39

82
82

55 50 49 48
58 41 27

11

128
120

99
98

74
52 19

19
15

18

38
42

48 51

24

5 44

15
15

12

158

89

53 49

47

72
43

34
29

34

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

（千ﾄﾝ）

114

燃え殻
汚泥

ガラス
陶磁器くず

その他

466

381

306
294

240
215 211

156

がれき類

130

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

合計 466 381 306 294 240 215 211 156 130 114

汚泥 128 120 99 98 74 52 19 19 15 18

がれき類 82 82 55 50 49 48 58 41 27 11

ガラス陶磁器くず 60 48 51 46 46 38 47 47 44 39

燃え殻 38 42 48 51 24 5 44 15 15 12

その他 158 89 53 49 47 72 43 34 29 34



 

- 28 - 

２．宮城県循環型社会形成推進計画の進捗状況 

平成 23 年 3 月に中間見直しされた宮城県循環型社会形成推進計画の平成 27 年度目標では、

排出量を11,450千トン以下に抑制し、再生利用率を 31%、最終処分率を1%にするとしている。

平成 22 年度実績は、排出量の目標は達成しており、再生利用率と最終処分率については、目

標に向かって順調に推移している状況である。 

また、平成 22 年度実績を平成 21 年度実績と比較すると、再生利用率が 0.8 ポイント高くな

り、減量化率が 0.7 ポイント低くなっている。これは、減量化率の高い汚泥の排出量が減少し、

再生利用率の高いがれき類の排出量が増加したことなどが影響している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図 2-3-7 宮城県循環型社会形成推進計画の目標の達成状況 

 

▼表 2-3-1 宮城県循環型社会形成推進計画の目標の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

31%

30.9%

30.1%

29.4%

29.9%

31.3%

30.2%

68.0%

68.7%

69.2%

68.2%

66.8%

67.7%

1%

1.1%

1.2%

1.4%

1.9%

1.9%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成27年度

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

平成18年度

平成17年度

再生利用率 減量化率 最終処分率

（実績）

（実績）

10,851

11,192

（実績）

11,180

排出量

（千トン）

（実績）

11,172

※計画では減量化率の目標値は未設定

（目標）

11,450

（実績）

11,260

（実績）
10,661

計画目標

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成27年度

排出量 11,180千ﾄﾝ 11,192千ﾄﾝ 11,172千ﾄﾝ 11,260千ﾄﾝ 10,851千ﾄﾝ 10,661千ﾄﾝ 11,450千ﾄﾝ 

再生利用率 30.2% 31.3% 29.9% 29.4% 30.1% 30.9% 31% 

減量化率 67.7% 66.8% 68.2% 69.2% 68.7% 68.0% -- 

最終処分率 2.1% 1.9% 1.9% 1.4% 1.2% 1.1% 1% 
※その他量（保管等）は減量化量に含む。

実績


